
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,652.94 1.77% ▲0.55% ▲4.12% ▲8.52%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,784.92 3.07% 3.89% ▲0.88%

国内リート見通し

マーケットの動き（2024年12月23日～12月30日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2023年12月29日～2024年12月30日）

情報提供資料
2025年1月6日

優秀な人材の確保を目的に魅力的なオフィスを求める企業が増加しており、オフィス
の業績回復が期待されます。また、資本コストや投資口価格（株価に相当）への意識
が高まり、成長性や投資主還元が向上しています。分配金利回りは5%、NAV倍率
（株式で言う「PBR（株価純資産倍率）」のようなもの）は0.8倍台と割安な状況が
続いており、過度に織り込まれた金利上昇懸念の後退により、国内リート市場は底堅
く推移すると予想します。

国内各種資産利回り
2024年12月30日時点

17.69%

投資環境見通し（2024年12月）

騰落率

12月20日比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
12月30日

国内リート市場は、底堅く推移すると予想

国内リート市場は、12月20日比で上昇しました。
19日の日銀の金融政策決定会合で植田日銀総裁が金融引き締めに消極的な発言をした
ことを受け買戻しが入ったことや、国内株式市場が上昇したことを好感し国内リート
は上昇しました。
セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて
上昇しました。

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

23/12 24/2 24/4 24/6 24/8 24/10

東証REIT指数 -左軸-

TOPIX（東証株価指数） -右軸-

MYAM Market Information

（年/月）

（%）

（ポイント）（ポイント）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

Jリート分配利回り 国内株式配当利回り 日本10年国債利回り


	国内リート見通し

